
四
三

埼
玉
県
布
達
類
の
区
分
と
伝
達
―
明
治
八
年
七
月
以
降
を
中
心
に
―
（
清
水
）

埼
玉
県
布
達
類
の
区
分
と
伝
達
―
明
治
八
年
七
月
以
降
を
中
心
に
―清　

水　

正　

彦

　
　
は
じ
め
に

　

当
館
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
に
『
埼
玉
県
史
料
叢
書　

埼
玉
県
布
達
集
』
の

刊
行
を
開
始
し
、
二
十
九
年
度
ま
で
に
全
四
巻
（
冊
）
を
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。　
　

　
『
埼
玉
県
布
達
集
』
は
、
埼
玉
県
が
管
下
へ
発
し
た
布
達
類
に
つ
い
て
、
明
治
八

年（
一
八
七
五
）七
月（
種
別

4

4

番
号
制
導
入
）か
ら
十
九
年（
一
八
八
六
）八
月（「
県

報
」
発
行
、「
布
達
」
等
に
代
わ
り
「
県
令
」
等
）
ま
で
の
十
一
年
間
を
対
象
と
し
て
、

甲
号
を
中
心
に
収
録
（
年
月
日
順
）
す
る
史
料
集
で
あ
る
（
（
（

。

　

本
稿
で
は
、
埼
玉
県
布
達
類
（「
県
限
リ
諸
達
」「
県
庁
諸
達
」）
の
区
分
と
伝
達

制
度
の
変
遷（
２
）に

つ
い
て
、
明
治
八
年
七
月
以
降
を
中
心
に
検
討
し
（
印
刷
頒
布
開

始
と
番
号
制
導
入
等
は
割
愛
）、『
埼
玉
県
布
達
集
』
利
用
の
一
助
と
し
た
い
。

　

な
お
、
当
館
収
蔵
埼
玉
県
行
政
文
書
「
管
下
令
達
」
中
の
県
布
達
類
簿
冊
（
八

年
以
降
）
は
、基
本
的
に
は
各
年
種
別
番
号
順
に
編
綴
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
『
埼

玉
県
布
達
集
二
』
解
説
表
三
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
一
　「
布
達
規
則
」
以
前
（
八
年
七
月
～
九
年
）

　

埼
玉
県
で
は
九
年
十
二
月
十
五
日
甲
第
一
〇
七
号（
３
）と

し
て
「
布
達
規
則
」
が
布

達
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
起
案
書（
４
）に

は
「
官
省
御
布
告
・
布
達
及
ヒ
本
県
布
達
・

達
ト
モ
従
前
頒
布
ノ
制
一
定
致
サ
ス
候
ニ
付
」
と
あ
り
、そ
れ
ま
で
は
官
省
（
国
）

布
告
類
・
県
布
達
類
を
頒
布
す
る
制
度
が
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
ま
た
、
同
年
一
月
十
二
日
無
号
達
（
各
区
正
副
区
長
に
諮
問
）
で
は
、「
布

告
・
布
達
類
」
は
一
般
の
人
民
に
「
徇
示
」（
あ
ま
ね
く
示
す
こ
と
）
す
る
必
要

が
あ
る
が
、「
其
方
法
未
タ
備
ラ
サ
ル
ニ
由
ル
カ（
５
）」、

発
令
後
十
数
日
を
経
て
も
各

戸
に
普
及
し
て
い
な
い
現
状
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
布
達
規
則
」
制
定
以
前
に
お
い
て
は
、
布
告
・
布
達
類
を
伝
達

す
る
制
度
は
整
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
同
規
則
の
制
定
に
先
立
っ
て
、
県
布
達
類

の
種
別
番
号
制
導
入
や
結
文
例
の
制
定
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
（
一
）
県
布
達
類
の
種
別
番
号
制
導
入
（
八
年
七
月
）

　
県
布
達
類
の
種
別
番
号
制
導
入
は
、
次
の
通
り
八
年
六
月
に
決
定
さ
れ
た
（
（
（

。

　
　

八
年
六
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庶
務
課
（
印
略
）

　
　

㊞
（「
白
根
」）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査

　
　

第
七
十
号

　
　
　
　
　
　

県
庁
御
達
番
号
御
改
正
伺

　
　

是
迄
県
限
リ
諸
御
達
物
一
般
触
之
分
ハ
第
号
ヲ
以
シ
、
各
課
ヨ
リ
区
務
所
限

　
　

リ
相
達
候
分
等
ハ
番
外
ヲ
以
達
来
候
処
、
右
ニ
而
は
御
達
留
帳
簿
番
号
調
方
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ニ
差
支
ヲ
生
シ
候
ニ
付
、
以
来
甲
・
乙
ヲ
御
達
相
成
度
、
依
テ
改
正
御
達
案

　
　

副
此
段
相
伺
候
也

　
　

是
迄
県
限
リ
諸
達
第
何
号
又
ハ
番
外
ヲ
以
達
候
処
、
来
ル
七
月
一
日
ヨ
リ
一

　
　

般
達
ハ
甲
号
、
区
務
所
限
リ
ノ
分
ハ
乙
号
ヲ
以
可
相
達
候
条
、
此
旨
為
心
得　
　

　
　

相
達
候
也

　
　
　
　

明
治
八
年
六
月　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埼
玉
県
権
令
白
根
多
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
副
区
長　

　

史
料
の
前
半
に
よ
る
と
、「
県
限
リ
諸
御
達
物
」
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
は
「
一

般
触
」
の
分
は
第
何
号
と
番
号
を
付
し
、
県
庁
各
課
よ
り
区
務
所
限
り
達
す
る
分

等
は
番
外
（
無
号
）
と
し
て
番
号
を
付
さ
ず
に
発
し
て
き
た
と
い
う
。
こ
れ
で
は

「
御
達
留
帳
簿
」
の
検
索
に
支
障
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
以
降
は
甲
第
何
号
・

乙
第
何
号
と
し
て
発
す
る
こ
と
に
し
た
い
と
伺
い
を
立
て
て
い
る
。

　

史
料
の
後
半
は
八
年
第
七
〇
号
と
し
て
各
区
正
副
区
長
宛
に
達
せ
ら
れ
た
内
容

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
七
月
一
日
よ
り
「
一
般
達
」
は
甲
号
、
区
務
所
限
り

達
は
乙
号
と
し
て
発
す
る
と
あ
る
。
実
際
に
は
七
月
二
日
付
で
第
七
九
号
が
発
せ

ら
れ
て
お
り
、
甲
第
一
号
は
七
月
七
日
付
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
当
時
埼
玉
県
の

管
内
は
二
四
区
（
小
区
な
し
）
に
区
分
さ
れ
て
い
た
が
、
同
年
八
月
に
千
葉
県
か

ら
編
入
さ
れ
た
地
域
が
第
二
五
区
と
な
っ
た
（
７
）。

　

同
年
九
月
、
県
庁
庶
務
課
の
「
簿
書
掛
（
科
）
事
務
順
序
小
目
」
が
制
定
さ
れ

て
い
る
が
、
県
布
達
類
に
関
す
る
項
目
も
あ
り
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
８
）。

　　
　
　
　

諭
達　

　
　

一
、
本
県
触
達
・
告
諭
ハ
経
伺
ノ
上
写
ヲ
調
ヘ
往
復
掛
ニ
付
シ
、
印
刷
頒
布

　
　
　

ノ
手
順
ヲ
ナ
サ
シ
メ
、
且
本
県
諭
達
録
ニ
編
入
シ
、
経
伺
文
ハ
経
伺
録
ニ

　
　
　

編
入
ス
、

　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　

第
十
号
式　

　
　
　

‐
‐
‐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐
‐
‐

　
　
　
　
　
　

‐
‐
‐
‐
‐
‐
管
内
触
達
案
伺

　
　
　
　
　
　

何
々
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

　
　
　
　
　
　

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

　
　
　
　
　

明
治
何
年
何
月
日
区
務
所

事
務
所

各
村

頒
布

　
　
　
　
　
　

各
課
ニ
通
知
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
左
ノ
一
条
ヲ
加
フ

　
　
　
　
　

同　
　

何
月
日
何
課
通
知

　
　
　
（
後
略
）

　
「
諭
達
」す
な
わ
ち「
本
県
触
達
・
告
諭
」を
頒
布
す
る
手
順
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

文
書
保
存
に
関
す
る
規
定
も
重
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
頒
布
先
に
注
目
す
る
と
、

頒
布
先
に
は
各
村
・
事
務
所（
町
村
）・
区
務
所
の
別
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

ち
な
み
に
、
埼
玉
県
の
宿
町
村
数
は
八
年
十
二
月
現
在
九
八
三（
９
）、

町
村
事
務
所
数

は
九
年
一
月
現
在
五
二
三
（
（1
（

で
あ
り
、
組
合
の
事
務
所
も
あ
っ
た
。

　

十
一
月
に
は
、
各
課
が
布
達
類
文
案
を
起
案
す
る
際
の
書
式
が
定
め
ら
れ
た
（
（1
（

。
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五

埼
玉
県
布
達
類
の
区
分
と
伝
達
―
明
治
八
年
七
月
以
降
を
中
心
に
―
（
清
水
）

　
　

明
治
八
年
十
一
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庶
務
課
（
印
略
）

　
　

㊞
（「
白
根
」）
㊞
（「
岸
良
」）

　
　

諭
達
類
文
案
相
伺
候
節
之
儀
ニ
付
、
別
紙
之
通
各
課
ヘ
廻
達
致
し
度
、
此
段

　
　

相
伺
候
也

　
　
　
　

明
治
八
年
十
一
月
九
日
経
伺
（
印
略
）

　
　
　
　

同
日　
　
　
　
　
　
　

各
課
廻
達
（
印
略
）

　
　

活
版
印
刷
ヲ
以
テ
頒
布
之
義
ハ
、
一
紙
・
半
葉
タ
リ
ト
モ
民
費
ニ
関
シ
、
各

　
　

村
又
ハ
事
務
所
・
区
務
所
等
之
頒
布
差
別
ト
、
掲
示
ス
ル
ト
セ
サ
ル
ト
ノ
次

　
　

第
ニ
依
リ
紙
数
ノ
多
少
有
之
候
間
、
自
今
各
課
ヨ
リ
管
内
ヘ
諭
達
ノ
儀
御
伺

　
　

ニ
相
成
候
節
ハ
別
紙
書
式
ノ
通
御
書
そ
ヘ
ニ
相
成
度
、
此
段
及
御
回
達
候
也

　
　
　

年
号
月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
査

　
　
　
　
　

何
々
ニ
付
布
達

告
諭�

案
伺

  　
　
　

甲乙
第　
　

号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

各
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
副
区
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
副
戸
長

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

正
副
区
戸
長
ノ
外
学
校
及
ヒ
学
区
取
締
・
水
理
懸　
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

リ
等
ヘ
頒
布
ス
ル
コ
ト
ア
ラ
ハ
一
々
此
所
ヘ
掲
ク 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
此
旨
相
達
候
事　

告
諭
候
ナ
リ

　
　
　
　
　

年
号
月　

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
官
名
署

　
　
　
　
　
　

右
各
村
ヘ
頒
布
掲
示
或
ハ
不
及
掲
示　
如
此
ア
レ
ハ
区
務
所
ヘ

頒
布
ス
ル
ハ
無
侖
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
（
マ
マ
）

　
　
　
　
　
　

右
事
務
所
ヘ
頒
布
掲
示
或
ハ
不
及
掲
示　

前
同
断

　
　
　
　
　
　

右
区
務
所
ヘ
頒
布
掲
示
或
ハ
不
及
掲
示　
如
此
ア
レ
ハ
各
村
・
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ
ハ
頒
布
セ
ザ
ル
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　

此
外
学
校
及
ヒ
学
区
取
締
并
ニ
水
理
懸
リ
等
ヘ
頒
布
ス
ル
コ
ト

　
　
　
　
　
　
　

ア
ラ
ハ
其
旨
巨
細
ニ
記
ス

　

各
課
へ
の
廻
達
文
で
は
、
布
達
類
の
印
刷
費
が
民
費
負
担
で
あ
る
点
に
言
及
し

た
う
え
で
、
各
村
頒
布
・
町
村
事
務
所
頒
布
・
区
務
所
頒
布
の
別
、
お
よ
び
掲
示

す
る
か
し
な
い
か
の
別
に
よ
っ
て
、
必
要
な
印
刷
紙
数
（
部
数
）
が
異
な
る
と
し
、

書
式
に
従
っ
て
起
案
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
書
式
に
よ
る
と
、
布
達
の
文
案
に

加
え
て
、
頒
布
先
と
掲
示
の
有
無
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
書
式
で
は
、「
布
達
」
の
結
文
は
「
此
旨
相
達
候
事
」、「
告
諭
」

の
結
文
は
「
告
諭
候
ナ
リ
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

八
年
に
発
せ
ら
れ
た
甲
号
・
乙
号
に
つ
い
て
、「
県
庁
達
原
書
（
（1
（

」
と
「
公
布
刷

物
原
書
（
（1
（

」
も
含
め
て
内
容
を
確
認
し
、
宛
所
、
結
文
、
頒
布
先
、
掲
示
の
要
・
不

要
、
印
刷
・
手
書
の
別
等
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、
表
一
の
通
り
で
あ
る
。
甲
号

は
、
正
副
区
戸
長
宛
で
あ
り
、
印
刷
頒
布
先
に
つ
い
て
は
、
各
村
へ
頒
布
す
る
も

の
と
、
各
村
へ
頒
布
せ
ず
に
町
村
務
所
へ
頒
布
す
る
も
の
の
別
が
あ
っ
た
。
掲
示

に
関
し
て
は
、
掲
示
す
べ
き
も
の
と
掲
示
不
要
な
も
の
が
あ
っ
た
。
各
村
頒
布
で

掲
示
不
要
の
例
と
町
村
事
務
所
頒
布
で
要
掲
示
の
例
を
表
に
付
記
し
た
。

　

乙
号
は
、
正
副
区
長
宛
で
あ
り
、
区
務
所
へ
頒
布
さ
れ
た
。
掲
示
に
関
し
て
は
、

甲
号
同
様
要
・
不
要
の
別
が
あ
り
、
例
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
必
ず
し
も

印
刷
頒
布
さ
れ
た
と
は
限
ら
ず
、
廻
状
形
式
で
出
さ
れ
た
場
合
も
あ
っ
た
。
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結
文
に
関
し
て
は
、
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
結
文
に
よ
っ
て
甲
号
と
乙
号
が
区
別

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
頒
布
先
と
掲
示
に
つ
い
て
は
、
実
際

に
出
さ
れ
た
布
達
類
の
本
文
（
欄
外
含
む
）
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
八
年
七
月
以
降
の
県
布
達
類
の
区
分
に
関
し
て
は
、
無
号
（
番
外
）

も
存
続
し
て
い
た
。
無
号
の
内
容
は
、
一
部
地
域
へ
達
、
学
区
取
締
等
へ
達
他
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、
甲
号
・
乙
号
・
無
号
い
ず
れ
も
原
則
と
し
て
埼
玉
県
権
令
（
十

二
月
に
県
令
昇
任
）
白
根
多
助
の
名
で
発
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
参
事
（
当
初
は
権

参
事
）
の
岸
良
俊
介
が
代
理
し
て
発
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
　
　
（
二
）「
県
庁
諸
達
結
文
例
定
規
」（
九
年
一
月
）

　

九
年
一
月
十
五
日
、
県
庁
諸
達
の
結
文
例
が
定
め
ら
れ
、
甲
号
以
下
の
区
分
も

変
更
さ
れ
た
（
（1
（

。

　　
　

明
治
九
年
一
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
課
（
印
略
）

　
　

㊞
（「
白
根
」）
㊞
（「
岸
良
」）

　
　
　
　
　

県
庁
諸
達
結
文
例
定
規
之
儀
伺

　
　
　
　
　
乙号
区
務
所
・
事
務
所
限
達
結
文
例

　
　
　

云
々
候
条
此
旨
相
達
候　

可
相
心
得
事

　
　
　
　
　
甲号
各
村
達
同

　
　
　

云
々
候
条
此
旨
布
達
候
事

　
　
　
　
　
丙号
各
区
一
般
ニ
関
渉
セ
ザ
ル
達
同

　
　
　

云
々
候
条
此
旨
相
達
候　

可
相
心
得
事

58

53
61

47

45
147 188
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四
七

埼
玉
県
布
達
類
の
区
分
と
伝
達
―
明
治
八
年
七
月
以
降
を
中
心
に
―
（
清
水
）

　
　
　
　
　
乙号
士
族
・
社
寺
限
達
同

　
　
　

云
々
候
条
此
旨
士
族

神
官

寺
院
ヘ
無
洩
可
相
達
候
事

　
　
　
　
　

一
般
告
諭
同
文
例

　
　
　

云
々
此
旨
無
洩
公
告
ス
ヘ
シ

告
諭
ス
ヘ
シ

　
　
　
　

但
シ
、
告
諭
結
文
ハ
其
大
概
ヲ
掲
ク
ル
ノ
ミ

　
　
　

学
区
取
締
・
水
理
掛
・
学
校
教
員
等
ヘ
達
文
例
モ
総
テ
本
文
ニ
仍
ル

　
　

爾
今
本
文
之
如
ク
可
被
相
定
哉

　
　
　

明
治
九
年
一
月
十
五
日
経
伺
各
課
廻
達

　

甲
号
の
各
村
達
の
結
文
は
、「
此
旨
布4

達
候
事
」
で
あ
る
。
乙
号
の
区
務
所
・
事

務
所
限
り
達
、
同
号
の
士
族
・
社
寺
限
り
達
、
丙
号
の
各
区
一
般
に
関
渉
し
な
い

達
（
一
部
地
域
へ
達
）、
お
よ
び
一
般
告
諭
の
結
文
例
も
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
結

文
に
「
布4

達
」
を
用
い
る
の
は
甲
号
の
み
で
あ
る
。

　

翌
二
月
に
は
甲
号
の
宛
所
記
載
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。

　　
　
　

明
治
九
年
二
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
課
（
印
略
）

　
　
　
　

㊞
（「
岸
良
」）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

布
達
書
式
之
儀
ニ
付
伺

　
　

是
迄
県
庁
甲
号
布
達
ニ
各
区
正
副
区
長
・
各
村
正
副
戸
長
ト
番
号
ノ
下
ヘ
記

　
　

載
御
達
ニ
相
成
候
処
、
右
は
人
民
一
般
ヘ
布
達
ス
ル
者
ニ
シ
テ
、
乙
・
丙
号　
　

　
　

ノ
如
キ
区
村
吏
江
御
達
シ
ニ
相
成
候
事
件
ニ
無
之
候
間
、
自
今
区
長
・
戸
長

　
　

記
名
ノ
儀
ハ
御
廃
止
ニ
可
相
成
哉

　

甲
号
布
達
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
「
各
区
正
副
区
長
・
各
村
正
副
戸
長
」

と
い
う
宛
所
を
記
載
し
て
き
た
が
、「
人
民
一
般
へ
布
達
」
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

乙
号
・
丙
号
の
よ
う
に
区
村
吏
へ
達
す
る
も
の
と
は
異
な
る
と
い
う
理
由
で
、
以

降
は
宛
所
の
記
載
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
変
更
に
つ
い
て

は
、翌
日
付
乙
第
一
四
号
と
し
て
正
副
区
戸
長
宛
に
達
せ
ら
れ
、こ
の
達
に
は
「
甲

号
の
儀
ハ
管
内
一
般
へ
布
達
す
へ
き
も
の
」
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
、
実
際
に
発
せ
ら
れ
た
布
達
類
（
九
年
末
ま
で
）
の
内
容
を
確
認
し
た
い
。

甲
号
の
結
文
に
つ
い
て
は
、
一
月
十
日
甲
第
四
号
が
「
此
旨
相
達
候
事
」
で
あ
る

の
に
対
し
、
同
月
二
十
三
日
甲
第
五
号
は
「
此
旨
布4

達
候
事
」
と
な
っ
て
い
る
。

以
降
は
原
則
と
し
て
「
布
達
」
で
あ
る
が
、
若
干
の
例
外
が
あ
り
、
七
月
十
日
甲

第
四
五
号
等
は
「
告
諭
」、六
月
八
日
甲
第
三
五
号
等
は
「
告
示
」
と
な
っ
て
い
る
。

甲
号
の
宛
所
は
、二
月
三
日
甲
第
七
号
以
降
宛
所
な
し
と
な
っ
て
い
る
。
結
文「
布

達
」
で
宛
所
「
各
区
正
副
区
長
・
各
村
正
副
戸
長
」
の
甲
号
は
、
一
月
二
十
三
日

甲
第
五
号
と
同
月
三
十
一
日
甲
第
六
号
の
僅
か
二
件
で
あ
る
。

　

乙
号
の
「
区
務
所
・
事
務
所
限
達
」
に
つ
い
て
は
、
正
副
区
戸
長
宛
の
場
合
と
、

戸
長
を
含
ま
な
い
正
副
区
長
宛
の
場
合
が
あ
る
の
で
、
区
務
所
お
よ
び
町
村
事
務

所
限
り
達
、
ま
た
は
区
務
所
限
り
達
で
あ
っ
た（

（1
（

 

。

　

丙
号
は
、
一
部
地
域
の
区
長
・
戸
長
等
宛
に
達
せ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
一
部

地
域
対
象
に
つ
い
て
は
、
無
号
（
番
外
）
と
し
て
達
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
も
少
な

く
な
い
（
（1
（

。
ち
な
み
に
、
九
年
八
月
、
熊
谷
県
が
廃
県
と
な
り
、
そ
の
武
蔵
国
分

（
旧
入
間
県
）が
埼
玉
県
に
移
管
さ
れ
、
大
小
区
制
（
一
一
大
区
・
九
四
小
区
）

は
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
た
（
（1
（

。
旧
熊
谷
県
管
内
の
第
一
～
一
一
大
区
限
定
の
達
も
出

さ
れ
て
お
り
、正
式
に
は
「
区
長
」
は
存
在
し
な
か
っ
た
（
（1
（

が
、達
の
宛
所
に
は
「
区

長
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
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（
三
）
官
省
「
達
」
を
管
内
へ
周
知
す
る
際
の
形
式
変
更
（
九
年
三
月
）

　

九
年
三
月
、
官
省
の
「
達
」（
全
国
一
般
周
知
の
「
布4

告
」「
布4

達
」
で
は
な
い
（
（2
（

）

を
管
内
へ
周
知
す
る
際
の
形
式
変
更
が
決
定
さ
れ
て
い
る
（
（2
（

。

　　
　

明
治
九
年
三
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
課
（
印
略
）

　
　

㊞
（「
白
根
」）
㊞
（「
岸
良
」）　　
　
　
　　
　
　
　
　

調
査

　
　
　
　

官
省
御
達
類
区
村
江
触
示
方
伺

　
　

官
省
寮
司
よ
り
県
庁
限
御
達
ニ
相
成
候
事
件
ニ
而
、
区
村
吏
又
ハ
人
民
一
般

　
　

ヘ
知
ら
し
む
へ
き
儀
ハ
、
是
迄
右
御
達
書
之
末
ヘ
右
御
達
之
趣
可
相
心
得
旨

　
　

奥
書
い
た
し
頒
布
い
た
し
来
候
処
、
体
裁
不
宜
候
間
、
自
今
右
御
達
之
意
ヲ

　
　

請
ケ
県
庁
達
書
ニ
直
シ
御
達
ニ
可
相
成
哉
、
依
而
右
書
式
左
ニ
相
伺
候
也

　
　
　

云
々
某
官
省
ヨ
リ
達
有
之
候
条
、
此
旨
布　
　

達

相　
　

達

可
相
心
得 
候
事

　
　
　
　
　

但
、
正
院
御
達
ト
可
書
事

　

官
省
よ
り
県
庁
限
り
達
せ
ら
れ
た
も
の
の
う
ち
、
特
に

4

4

区
村
吏
や
人
民
一
般
へ

周
知
す
べ
き
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
官
省
達
書
に
奥
書
を
付
す
形
式
で

頒
布
し
て
き
た
と
い
う
。
こ
れ
を
「
県
庁
達
書
」
に
直
し
て
達
す
る
形
式
に
改
め

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
具
体
例
を
紹
介
し
た
い
（
（2
（

。

　

①
※
㊞
（「
多
助
」）
あ
り

　
　

第
百
五
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使　

府　

県

　
　
　

銃
砲
弾
薬
ノ
儀
陸
海
軍
省
及
鎮
台
用
向
ヲ
除
ク
ノ
外
、
平
常
免
許
ノ
者
タ

　
　
　

リ
ト
モ
当
分
ノ
内
売
買
・
運
送
厳
禁
候
条
、
此
旨
至
急
可
相
達
候
事

　
　
　
　

明
治
九
年
十
月
三
十
日　
　
　
　
　
　
　
　

太
政
大
臣
三
条
実
美

　

②
甲
第
八
十
七
号　
　

(

欄
外)

「
庶
」

　
　

銃
砲
弾
薬
ノ
儀
陸
海
軍
省
及
鎮
台
用
向
ヲ
除
ク
ノ
外
、
平
常
免
許
ノ
者
タ
リ

　
　

ト
モ
当
分
ノ
内
売
買
・
運
送
厳
禁
候
旨
御
達
有
之
候
条
、
此
旨
布
達
候
事

    　
　

明
治
九
年
十
一
月
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
令
白
根
多
助　
　

　

使
府
県
宛
の
九
年
十
月
三
十
日
太
政
官
第
一
〇
五
号
達
（
①
）
の
内
容
が
、

十
一
月
一
日
甲
第
八
七
号
（
②
）
と
し
て
管
内
一
般
へ
布
達
さ
れ
て
い
る
。

　
　
二
　「
布
達
規
則
」
施
行
と
毎
戸
回
覧
制
（
十
年
～
十
三
年
四
月
）

　
　
　
（
一
）「
布
達
規
則
」（
十
年
一
月
施
行
）

　

九
年
十
二
月
二
十
五
日
、
甲
第
一
〇
七
号
「
布
達
規
則
」
が
布
達
さ
れ
、
翌
十

年
一
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
。
同
規
則
は
、
三
章
全
三
六
条
と
附
則
か
ら
な
り
、
布

達
類
の
形
式
・
頒
布
・
費
用
に
関
す
る
詳
細
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
一
章
は
、「
布
達
式
ノ
事
」
で
あ
る
（
第
一
～
一
六
条
）。
ま
ず
は
第
八
条
ま

で
の
要
旨
を
以
下
に
掲
げ
る
。

・「
本
県
布
達
・
達
」
は
、
順
番
に
甲
・
乙
・
丙
の
番
記
号
を
付
す
（
第
一
条
）。

・
本
県
布
達
・
達
は
、
欄
上
に
主
務
課
頭
字
（「
庶
」
等
）
を
標
記
す
る
（
第
二
条
）。

・
本
県
布
達
・
達
の
う
ち
別
冊
等
を
付
す
も
の
は
、
別
冊
等
の
表
紙
ま
た
は
紙
端

　

に
「
何
年
何
月
何
第
何
号
布
達
・
達
制
定
・
改
正
」
と
標
記
す
る
（
第
三
条
）。

・「
官
省
御
布
告
・
布
達
翻
刷
」（「
翻
刷
」
は
県
印
刷
）
お
よ
び
本
県
布
達
は
、
人　



四
九

埼
玉
県
布
達
類
の
区
分
と
伝
達
―
明
治
八
年
七
月
以
降
を
中
心
に
―
（
清
水
）

　

民
必
要
の
件
に
つ
い
て
は
、
了
解
し
や
す
い
よ
う
に
仮
名
を
施
す
（
第
四
条
）。

・
官
省
布
告
・
布
達
で
各
町
村
に
頒
布
す
べ
き
分
は
、
全
て
活
版
で
翻
刷
す
る

　
（
第
五
条
）。

・
本
県
布
達
・
達
は
、
活
版
で
印
刷
頒
布
す
る
。
た
だ
し
、
一
部
地
域
に
関
わ
る

　

も
の
と
区
務
所
限
り
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
（
第
六
条
）。

・
官
省
布
告
・
布
達
翻
刷
お
よ
び
本
県
布
達
・
達
は
、「
一
紙
一
令
」（
一
枚
の
用

　

紙
に
一
件
）
で
達
す
る
（
第
七
条
）。

・
掲
示
す
べ
き
官
省
布
告
・
布
達
翻
刷
お
よ
び
本
県
布
達
は
、
本
文
の
肩
に
「
掲

　

示
」
の
二
字
を
標
記
す
る
（
第
八
条
）。

　

官
省
布
告
類
で
は
な
い
県
布
達
類
を
「
本
県
布
達
・
達
」
と
称
し
て
い
る
。
第

四
・
八
条
で
は
、「
達
」
を
除
い
た
「
布
達
」
に
限
定
し
て
い
る
。

　

第
九
条
は
、
県
布
達
類
の
区
分
（
甲
号
・
乙
号
・
丙
号
）
と
結
文
例
・
宛
所
（
前

記
名
）
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

　
　

第
九
条　

管
内
一
般
ニ
達
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
、
区
長
・
戸
長
マ
テ
達
ス
ヘ
キ
モ

　
　
　

ノ
ト
、
一
両
区
又
ハ
数
区
ノ
ミ
ニ
達
ス
ル
モ
ノ
等
ヲ
区
別
ス
ル
左
ノ
如
シ

　
　
　
　

管
内
一
般
ノ
布
達
番
号
并
結
文
例

　
　

甲
号

　
　
　

云
々
候
条
、
此
旨
布
達
候
事

　
　
　
　

区
長
・
戸
長
マ
テ
ノ
達
番
号
・
前
記
名
并
結
文
例

　
　

乙
号 　

                                   　
　
　
　
　
　
　
　

区　
　

長　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸　
　

長　
　

　
　
　

云
々
候
条
、
此
旨
相　
　

達

可
相
心
得
候
事

　
　
　
　

但
、
士
族
・
社
寺
ヘ
達
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
此
旨
士
族
或
ハ
社
寺
ヘ
相　
　

達

可
相
心
得　

　
　
　
　

ト
記
ス

　
　
　
　

区
長
・
戸
長
・
学
区
取
締
・
水
理
掛
・
小
学
教
員
等
ニ
達
ス
ル
番
号
・

　
　
　
　

前
記
名
并
結
文
例

　
　

丙
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
区
長
〕〔
戸
長
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
学 

区 

取 

締
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
水
理
掛
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
小 

学 

教 

員
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

其
他
之
ニ
倣
フ

　
　
　

云
々
候
条
、
此
旨
相　
　

達

可
相
心
得
候
事

　
「
本
県
布
達
・
達
」
の
う
ち
「
布
達
」
は
、「
管
内
一
般
ノ
布
達
」
で
結
文
に
「
布

達
」
を
用
い
る
甲
号
を
さ
す
の
で
あ
る
。

　

第
一
章
の
残
り
第
一
〇
～
一
六
条
の
要
旨
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
管
内
一
般
に
達
す
る
も
の
は
甲
号
（
第
一
〇
条
）。

・
区
長
・
戸
長
ま
で
達
す
る
も
の
は
乙
号
（
第
一
一
条
）。

・
区
長
・
戸
長
・
学
区
取
締
・
水
理
掛
・
小
学
教
員
等
に
達
す
る
も
の
は
丙
号
（
第

　

一
二
条
）。

・
丙
号
で
学
区
取
締
・
水
理
掛
・
小
学
教
員
の
み
に
達
す
る
も
の
は
、
そ
の
事
由

　

を
乙
号
で
区
長
・
戸
長
に
達
す
る
（
第
一
三
条
）。　

※
実
例
な
し
。

・
区
長
・
学
区
取
締
・
水
理
掛
限
り
の
も
の
、
ま
た
は
一
部
地
域
へ
達
す
る
も
の

　

は
無
号
（
第
一
四
条
）。

・
本
県
告
諭
書
は
無
号
（
第
一
五
条
）。



文
書
館
紀
要
第
二
十
九
号
（
二
〇
一
六
・
三
）

五
〇

・
官
省
布
告
・
布
達
の
う
ち
規
則
・
条
例
等
で
は
な
い
冊
子
等
は
、
各
町
村
に
頒

　

布
し
な
い
。
区
務
所
に
て
披
閲
す
べ
き
旨
を
甲
号
で
布
達
す
る
（
第
一
六
条
）。

　

第
二
章
は
、「
布
達
頒
布
ノ
事
」
で
あ
る
（
第
一
七
～
二
八
条
）。
第
一
七
・
一

八
条
は
、
頒
布
先
と
部
数
に
つ
い
て
、
以
下
の
通
り
規
定
し
て
い
る
。

【
官
省
布
告
・
布
達
お
よ
び
本
県
布
達
（
甲
号
）】

　
　

毎
戸
回
覧
用
・
掲
示
用
以
外

　
　
　

区
務
所　
　
　

官
省
布
告
・
布
達
は
二
部
、
本
県
布
達
は
一
部

　
　
　

学
区
取
締　
　

一
部
（
官
省
布
告
・
布
達
は
翻
刷
）

　
　
　

村
町
戸
長　
　

一
部
（
同
）

　
　
　

小
学
校　
　
　

学
事
に
関
す
る
必
要
の
件
の
み
一
部

　
　

毎
戸
回
覧
用

　
　
　
　

五
〇
戸
以
下
の
町
村
は
一
部
。
五
〇
戸
を
増
す
ご
と
に
一
部
増
。
た
だ　

　
　
　

し
、
三
〇
〇
戸
以
上
は
一
〇
〇
戸
に
付
一
部
増
。

　
　

掲
示
用

　
　
　

区
務
所
一
部
、
区
内
掲
示
所
一
部
（
官
省
布
告･
布
達
は
翻
刷
）

【
本
県
乙
号
達
書
】

　
　

区
務
所
・
学
区
取
締
・
村
町
戸
長
と
も
に
一
部

【
そ
の
他
達
書
】

　
　

宛
所
の
記
載
に
よ
り
各
一
部

　

第
一
九
～
二
一
条
は
、
毎
戸
回
覧
に
つ
い
て
、
以
下
の
通
り
定
め
て
い
る
。
官

省
布
告
・
布
達
お
よ
び
本
県
布
達
は
、
毎
戸
の
番
号
を
記
し
た
紙
を
添
え
て
順
達

回
覧
し
、
披
閲
の
証
を
記
す
こ
と
。
回
覧
は
、
文
書
到
着
の
日
よ
り
三
日
以
内
に

開
始
し
、
七
日
以
内
に
完
了
す
る
こ
と
。
官
省
布
告
・
布
達
の
付
録
に
つ
い
て
は
、

規
則
・
条
例
で
あ
っ
て
も
大
部
な
も
の
は
、
戸
長
役
場
へ
の
み
頒
布
し
、
毎
戸
回

覧
用
は
頒
布
し
な
い
。

　

第
二
二
～
二
三
条
は
、
掲
示
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
官
省
布
告
・
布
達
お
よ

び
本
県
布
達
は
、
区
務
所
お
よ
び
区
内
掲
示
所
に
三
〇
日
間
掲
示
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
区
内
掲
示
所
に
つ
い
て
は
、
便
宜
の
地
を
選
ん
で
、
各
区
に
三
・

四
か
所
あ
る
い
は
五
・
六
か
所
設
置
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

　

第
二
四
～
二
八
条
で
は
、
区
務
所
は
戸
長
等
へ
配
達
し
、
官
省
布
告
・
布
達
本

紙
（「
本
紙
」
は
国
印
刷
）
は
二
部
と
も
保
存
す
る
こ
と
、
戸
長
は
官
省
布
告
・
布

達
お
よ
び
本
県
布
達
の
一
部
を
保
存
し
、
回
覧
用
は
順
達
し
、
掲
示
所
が
あ
る
地

は
掲
示
す
る
こ
と
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
章
は
、「
布
達
費
用
ノ
事
」
で
あ
る
（
第
二
九
～
三
六
条
）。
区
務
所
へ
頒

布
す
る
分
の
本
県
布
達
・
達
印
刷
費
は
官
費
負
担
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
の
県
印

刷
費
（
一
枚
に
付
一
厘
六
毛
）
お
よ
び
配
達
費
は
民
費
負
担
で
あ
っ
た
（
民
費
を

賦
課
す
る
手
続
き
等
は
割
愛
）。

　

附
則
は
、
別
途
願
い
出
に
よ
り
町
村
用
ま
た
は
人
民
用
と
し
て
下
付
す
る
分
に

つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
が
、
詳
細
は
省
略
す
る
。

　

以
上
、
長
く
な
っ
た
が
、「
布
達
規
則
」
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
特
に

重
要
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
県
布
達
類
の
区
分
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
、
毎
戸
回
覧

制
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
掲
示
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
時
旧
熊
谷
県
管
内
は
大
小
区
制
で
あ
っ
た
が
、「
布
達
規
則
」
中

に
は
「
大
区
」「
小
区
」
と
い
う
記
載
は
登
場
し
な
い
。
規
則
中
の
「
区
」
は
、
小

区
で
は
な
く
大
区
を
さ
す
と
推
定
さ
れ
る
（
（2
（

。
ち
な
み
に
、
十
年
の
「
埼
玉
県
治
一

覧
概
表
（
（2
（

」
に
よ
る
と
、
宿
町
村
数
は
一
、九
一
三
（
計
算
値
）、
う
ち
旧
埼
玉
県
管

内
は
二
五
区
・
九
六
七
か
村
（
区
内
村
数
は
一
七
～
八
一
）、
旧
熊
谷
県
管
内
は

一
一
大
区
・
九
四
小
区
・
九
四
六
か
村
（
一
大
区
は
七
～
一
〇
小
区
、
大
区
内
村



五
一

埼
玉
県
布
達
類
の
区
分
と
伝
達
―
明
治
八
年
七
月
以
降
を
中
心
に
―
（
清
水
）

数
は
三
一
～
一
三
三
、
小
区
内
村
数
は
一
～
二
三
）
で
あ
る
。
旧
熊
谷
県
は
各
村

に
事
務
所
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
旧
埼
玉
県
は
複
数
町
村
組
合
の
事
務
所
も
あ
っ

た
。（
戸
長
は
計
一
、四
九
六
人
）。

　

九
年
甲
第
一
〇
七
号
「
布
達
規
則
」
は
、
郡
制
が
施
行
さ
れ
た
十
二
年
三
月
ま

で
存
続
し
た
が
、十
年
九
月
十
一
日
甲
第
九
〇
号
と
し
て
一
部
改
定（
改
正
・
増
加
・

削
除
）
が
達
せ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
三
章
「
布
達
費
用
ノ
事
」
に
つ
い
て
、

印
刷
費
の
全
て
お
よ
び
配
達
費
の
一
部
が
官
費
負
担
に
改
め
ら
れ
て
い
る
（
（2
（

。
ま
た
、

第
一
章
「
布
達
式
ノ
事
」
も
、
官
省
布
告
・
布
達
お
よ
び
県
布
達
（
甲
号
）
の
う

ち
学
事
関
係
を
小
学
校
へ
頒
布
す
る
規
定
の
削
除
等
の
改
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
（
二
）「
管
内
報
告
例
」（
十
年
一
月
施
行
）
と
警
号
新
設
（
十
年
）

　
「
布
達
規
則
」
が
布
達
さ
れ
た
直
後
の
九
年
十
二
月
二
十
七
日
に
は
、「
管
内
報

告
例
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
（
（2
（

。

　　
　

明
治
九
年
十
二
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
課（
印
略
）

　
　

㊞
（「
多
助
」）
㊞
（「
吉
田
」）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

検
査

　
　
　
　

管
内
報
告
例
ノ
儀
伺

　
　

従
来
報
告
ス
ヘ
キ
件
々
甲
・
乙
号
ヲ
以
テ
達
相
成
、
或
ハ
主
務
ノ
課
ヨ
リ
報

　
　

告
候
等
ニ
テ
一
定
不
致
候
付
、
管
内
報
告
例
左
ノ
通
制
定
、
来
明
治
十
年
一

　
　

月
ヨ
リ
施
行
可
相
成
哉
、
此
段
相
伺
候
也

　
　
　
　

管
内
報
告
例

　
　

一
、
巡
査
并
師
範
生
徒
召
募
或
ハ
卒
業
ノ
証
ヲ
与
ヘ
シ
者
等
ハ
、
管
内
ヘ
報

　
　
　

告
ス
ヘ
シ

　
　

一
、
天
然
痘
并
悪
病
流
行
又
ハ
疫
牛
馬
ノ
徴
ア
ル
ト
キ
ハ
、
管
内
ヘ
報
告
ス

　
　
　

ヘ
シ

　
　

一
、
前
条
ノ
外
達
ノ
事
項
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
告
示
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
、
総
テ
管
内

　
　
　

ヘ
報
告
ス
ヘ
シ

　
　

一
、
報
告
ニ
ハ
欄
上
ニ
庶
・
勧
・
租
・
警
・
学
・
出
等
ノ
主
務
諸
課
ノ
頭
字

　
　
　

ヲ
標
記
ス
ヘ
シ

　
　

一
、
報
告
ニ
ハ
順
次
ヲ
以
テ
本
文
ノ
肩
ニ
番
号
ヲ
附
ス
ヘ
シ

　
　
　
　

報
告
文
例

　
　
　

報
告
第
何
号

　
　
　

何
々
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

　
　
　

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
因
テ
報
告
ス

何
々
ス
ヘ
シ

　
　

何　
　

年
号
年
月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埼　

玉　

県

　
　
　
　
　

庶
・
勧
・
租
・
警
・
学
・
出
ノ
主
務
諸
課
ノ
頭
字
ヲ
標
記
ス

　

管
内
へ
報
告
す
べ
き
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
甲
号
・
乙
号
と
し
て
達
す

る
（
（2
（

か
、
ま
た
は
主
務
課
よ
り
報
告
す
る
等
一
定
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、

今
後
は
巡
査
・
師
範
生
徒
の
募
集
や
卒
業
者
名
等
、
疫
病
流
行
、
そ
の
他
「
達
ノ

事
項
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
告
示
ス
ヘ
キ
モ
ノ
」
に
つ
い
て
は
、「
報
告
」
第
何
号
と
し

て
管
内
へ
報
告
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
書
式
に
つ
い
て
注
意
す
べ

き
は
、
県
令
の
名
で
発
す
る
布
達
類
と
は
異
な
り
、「
埼
玉
県
」
の
名
で
発
す
る
点

で
あ
る
。
な
お
、
甲
号
同
様
宛
所
は
記
載
さ
れ
な
い
が
、
甲
号
と
異
な
り
「
掲
示
」

標
記
は
な
い
。「
管
内
報
告
例
」
も
十
年
一
月
よ
り
施
行
さ
れ
、「
布
達
規
則
」
の



文
書
館
紀
要
第
二
十
九
号
（
二
〇
一
六
・
三
）

五
二

規
定
の
枠
外
で
、
報
告
第
何
号
が
出
さ
れ
て
い
る
（
（2
（

。

　

十
年
に
は
、
同
じ
く
「
布
達
規
則
」
の
規
定
の
枠
外
で
、
新
た
に
警
号
も
登
場

し
て
い
る
。
警
号
は
、
警
察
署
へ
の
達
で
あ
り
、
県
令
の
名
で
発
せ
ら
れ
て
い
る
（
（2
（

。

　
　
　
　（
三
）
郡
制
施
行
と
新
「
布
達
規
則
」（
十
二
年
三
月
）

　

十
二
年
三
月
十
七
日
、
県
は
「
郡
区
町
村
編
制
法
」（
十
一
年
七
月
二
十
二
日

太
政
官
第
一
七
号
布
告
）
に
基
づ
い
て
郡
制
を
施
行
し
た
。
九
郡
役
所
が
設
置
さ

れ
、
各
区
に
置
か
れ
て
い
た
区
長
・
水
理
掛
・
学
区
取
締
・
医
務
取
締
等
の
事
務
は
、

郡
役
所
に
引
き
継
が
れ
た
（
（3
（

。
三
新
法
体
制
下
で
設
置
さ
れ
た
戸
長
役
場
は
、
複
数

町
村
組
合
の
役
場
も
あ
り
（
旧
熊
谷
県
域
を
含
む
）、
十
二
年
十
二
月
現
在
の
町

村
数
一
、九
一
三
に
対
し
て
、
十
三
年
度
予
算
に
よ
る
戸
長
人
数
は
一
、四
二
八
人

で
あ
っ
た
（
（3
（

。
な
お
、「
戸
長
職
務
ノ
概
目
」（
十
一
年
七
月
二
十
五
日
太
政
官
第

三
二
号
達
中
）
に
、「
第
一　

布
告
・
布
達
ヲ
町
村
内
ニ
示
ス
事
」
と
あ
る
。

　

さ
て
、
郡
制
施
行
同
日
付
甲
第
二
〇
号
で
は
、
九
年
甲
第
一
〇
七
号
「
布
達
規

則
」
は
廃
止
す
る
と
し
て
、
今
後
は
戸
長
役
場
よ
り
毎
戸
回
覧
す
る
諸
布
告
・
布

達
類
を
披
閲
し
て
熟
知
す
べ
き
こ
と
、
お
よ
び
諸
布
告
・
布
達
類
は
県
庁
・
郡
役

所
の
掲
示
所
に
三
〇
日
間
掲
示
す
る
こ
と
が
布
達
さ
れ
て
い
る
。

　

廃
止
さ
れ
た
九
年
甲
第
一
〇
七
号
に
代
わ
り
、
新
「
布
達
規
則
」
三
章
全
一
八

条
が
制
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
同
日
付
乙
第
五
号
と
し
て
達
せ
ら
れ
た
。

　

県
布
達
類
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　　
　

第
四
条　

管
内
一
般
ニ
達
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
、
戸
長
役
場
ニ
知
得
セ
シ
ム
ヘ
キ

　
　
　

モ
ノ
ト
、
郡
役
所
限
リ
達
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ヲ
区
別
ス
ル
左
ノ
如
シ

　
　
　
　
　
　

管
内
一
般
ニ
布
達
番
記
号
・
結
文
例

　
　
　
　

甲
号

　
　
　
　

云
々
候
条
、
此
旨
布
達
候
事

　
　
　
　

戸
長
役
場
ニ
知
得
セ
シ
ム
ル
達
番
記
号
・
前
記
名
・
結
文
例

　
　
　
　

乙
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郡　

役　

所

　
　
　
　

云
々
候
条
、
此
旨
相　
　

達

可
相
心
得
候
事

　
　
　
　

郡
役
所
限
リ
達
番
記
号
・
前
記
各
（
名
）・
結
文
例

　
　
　
　

丙
号                                  　
　
　
　
　
　
　
郡　

役　

所

　
　
　
　

云
々
候
条
、
此
旨
相　
　

達

可
相
心
得
候
事

　
　

第
五
条　

管
内
一
般
ニ
達
ス
ル
モ
ノ
ハ
甲
号
ヲ
以
テ
シ
、
戸
長
役
場
ニ
知
得

　
　
　

セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ハ
乙
号
ヲ
以
テ
郡
役
所
ニ
達
シ
、
郡
役
所
限
リ
達
ス
ル
モ

　
　
　

ノ
ハ
丙
号
ヲ
以
テ
達
ス

　
　

第
六
条　

管
内
諭
達
書
及
ヒ
各
郡
役
所
ニ
普
及
セ
ザ
ル
達
ハ
無
号
ヲ
以
テ
達

　
　
　

ス

　　

乙
号
・
丙
号
と
も
に
宛
所
は
「
郡
役
所
」
で
あ
る
が
、
乙
号
は
戸
長
役
場
に
知

ら
せ
る
達
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
同
年
五
月
十
日

乙
第
四
一
号
「
布
達
規
則
」
一
部
改
定
（
増
修
）
に
よ
り
、
第
四
条
中
の
乙
号
の

宛
所
が
「
郡
役
所
・
戸
長
」
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。

　

頒
布
先
と
部
数
に
つ
い
て
は
、
官
省
布
告
類
は
省
略
し
て
本
県
布
達
類
の
み
を

示
す
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
第
十
一
条
）。

・【
本
県
布
達
（
甲
号
）】
郡
役
所
へ
三
部
（
一
部
は
掲
示
用
）、
戸
長
役
場
へ

　

一
部
（
毎
戸
回
覧
用
は
別
途
）



五
三

埼
玉
県
布
達
類
の
区
分
と
伝
達
―
明
治
八
年
七
月
以
降
を
中
心
に
―
（
清
水
）

・【
本
県
乙
号
達
】
郡
役
所
へ
二
部
、
戸
長
役
場
へ
一
部

・【
本
県
丙
号
達
】
郡
役
所
へ
二
部

　

掲
示
に
つ
い
て
は
、
旧
規
則
で
は
区
務
所
お
よ
び
区
内
掲
示
所
（
複
数
）
に
掲

示
す
る
規
定
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
新
規
則
で
は
郡
役
所
に
の
み
掲
示
す
る
こ
と

と
さ
れ
（
第
一
三
条
）、
掲
示
箇
所
が
減
少
し
て
い
る
。

　

布
達
費
用
は
、「
総
テ
地
方
税
ヲ
以
テ
ス
」
と
規
定
さ
れ
た
（
第
一
八
条
）。

　

な
お
、
戸
長
役
場
頒
布
分
に
つ
い
て
は
、
十
三
年
一
月
以
降
、
郡
役
所
を
経
由

せ
ず
に
県
庁
か
ら
郵
送
す
る
方
式
に
改
め
ら
れ
た
（
（3
（

。
こ
れ
に
伴
う
「
布
達
規
則
」

の
一
部
改
定
（
更
正
・
刪
除
）
は
、
十
三
年
一
月
十
四
日
乙
第
二
号
と
し
て
達
せ

ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
（
四
）
毎
戸
回
覧
の
事
例

　

毎
戸
回
覧
さ
れ
た
布
達
類
の
文
書
が
戸
長
役
場
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
る
。
比
企
郡
宮
前
村
（
現
川
島
町
）
戸
長
役
場
の
例
で
は
、
次
の
よ
う
な
文
書

が
末
尾
に
添
付
さ
れ
た
布
達
綴
が
残
さ
れ
て
い
る
（
（3
（

。

　　
　

右
之
御
布
告
回
送
候
間
熟
知
可
被
成
候
、
且
太
政
官
第
拾
壱
号
別
冊
は
戸
長

　
　

役
場
ニ
有
之
候
ニ
付
、
披
見
致
し
度
者
は
出
頭
縦
覧
可
致
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
前
村

　
　

十
二
年
四
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
長
役
場
印

　
　
　
　
　

第 

壱 

番
地
㊞

　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　

第 

五 

番
地
「（
貼
紙
）

㊞
四
月
卅
日
午
前
十
時
拝
見
仕
候
」

　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　

第
廿
九
番
地

　
　

追
而
従
回
尾
戸
長
役
場
へ
返
却
可
致
候
也

　

こ
れ
は
「
布
達
規
則
」
の
「
毎
戸
ノ
番
号
ヲ
記
シ
タ
ル
余
紙
ヲ
添
ヘ
（
中
略
）

披
閲
ノ
証
ヲ
記
シ
置
ク
ヘ
シ
」（
旧
規
則
第
一
九
条
）
に
合
致
す
る
。
回
覧
さ
れ
た

布
達
類
の
内
容
は
、
四
月
十
一
日
付
甲
号
三
件
、
同
日
付
無
号
諭
達
一
件
（
以
上

県
）、
三
月
一
日
～
四
月
九
日
付
（
県
翻
刷
日
は
不
明
）
官
省
布
告
・
布
達
六
件
、

計
一
〇
件
で
あ
る
。
個
別
に
受
入
日
が
加
筆
さ
れ
て
お
り
、
四
月
二
十
四
日
ま
た

は
二
十
五
日
と
あ
る
。
規
定
通
り
回
覧
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

次
に
、南
埼
玉
郡
横
根
村
（
現
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
）
戸
長
役
場
の
例
を
示
す
（
（3
（

。

 　　
　

宇
田
川
辰
五
郎
㊞
（
以
下
六
二
名
略
）

　
　

前
書
之
通
リ
御
達
相
成
候
ニ
付
、
各
戸
ヘ
及
通
知
候
間
、
承
諾
之
上
早
々
順

　
　

達
致
し
、
回
尾
よ
り
来
ル
二
月
十
五
日
迄
ニ
当
役
場
ヘ
返
却
可
被
成
候
也

　
　

十
三
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
根
村

　
　
　
　

第
一
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
長
役
場
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
中

　

史
料
の
本
体
は
厚
い
綴
で
あ
る
。
十
二
年
十
月
二
日
大
蔵
省
甲
第
九
五
号
布
達

に
始
ま
り
、
最
後
は
十
二
月
十
日
同
甲
第
一
二
五
号
布
達
で
あ
る
。
県
の
九
月

二
十
六
日
報
告
第
四
五
号
や
十
二
月
二
十
四
日
甲
第
一
四
八
号
も
綴
じ
込
ま
れ
て

い
る
。
規
定
に
従
っ
て
迅
速
に
回
覧
さ
れ
た
と
は
言
い
が
た
い
。



文
書
館
紀
要
第
二
十
九
号
（
二
〇
一
六
・
三
）

五
四

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
例
に
よ
り
、
諭
達
（
無
号
）
や
報
告
も
回
覧
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
甲
号
等
に
つ
い
て
は
、
掲
示
用
で
は
な
い
部
数

も
含
め
て
、
一
律
に
「
掲
示
」
と
印
刷
標
示
さ
れ
た
も
の
が
頒
布
さ
れ
て
ぃ
る
。

　
　
三
　
毎
戸
回
覧
制
廃
止
以
降
（
十
三
年
五
月
～
十
九
年
八
月
）

　
　
　
（
一
）
毎
戸
回
覧
制
の
廃
止
（
十
三
年
五
月
）

　

県
の
布
告
・
布
達
類
伝
達
制
度
は
、
十
三
年
五
月
に
至
り
大
き
く
改
正
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
同
月
一
日
甲
第
五
〇
号
に
て
、「
今
後
一
般
人
民
ニ
周
知
セ
シ
ム
ヘ
キ

順
序
ノ
儀
ハ
、
戸
長
役
場
ノ
便
宜
ニ
相
任
セ
候
」
旨
が
布
達
さ
れ
、
毎
戸
回
覧
制

が
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

同
日
付
乙
第
三
四
号
と
し
て
、
全
文
改
正
さ
れ
た
「
布
達
規
則
」
三
章
全
一
六

条
が
達
せ
ら
れ
て
い
る
。
官
省
布
告
・
布
達
お
よ
び
本
県
布
達
（
甲
号
）
の
頒
布

部
数
に
つ
い
て
は
、
戸
長
役
場
分
は
二
部
と
定
め
ら
れ
た
（
第
一
一
条
）。
戸
長
役

場
は
、
一
部
を
保
存
し
、
一
部
を
用
い
て
町
村
内
人
民
に
「
便
宜
被
閲
セ
シ
ム
ヘ

シ
」
と
さ
れ
た
（
第
一
四
条
）。
な
お
、
布
達
費
用
に
つ
い
て
は
、
印
刷
（
翻
刷
）

4

44

4

44

費
は
4

4

「
総
テ
地
方
税
ヲ
以
テ
ス
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
第
一
六
条
）。

　

北
埼
玉
郡
琴
寄
村
（
現
加
須
市
）
の
場
合
は
、
戸
長
役
場
で
披
閲
さ
せ
て
い
る

（
十
三
年
十
二
月
高
札
（
（3
（

）。
理
由
と
し
て
は
、
従
来
は
村
内
を
二
つ
に
分
け
て
回
覧

し
て
き
た
が
、
周
知
用
の
部
数
が
一
部
に
減
ら
さ
れ
た
の
で
、
回
覧
方
式
で
は
日

数
が
か
か
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
熟
覧
も
せ
ず
に
請
印
の
み
押
捺

し
て
回
覧
し
て
き
た
組
も
あ
っ
た
こ
と
に
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
回
覧
制
度
が
形

骸
化
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
　
　
（
二
）
丁
号
（
郡
役
所
宛
書
達
）
新
設
（
十
五
年
一
月
）

　

十
四
年
十
二
月
八
日
、「
布
達
規
則
」
の
一
部
改
定
（
追
加
）
が
乙
第
六
三
号
と

し
て
達
せ
ら
れ
、
十
五
年
一
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
改
定
に
よ
り
丁
号
が
新

設
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
改
定
さ
れ
た
条
文
を
示
す
（
傍
線
部
が
変
更
箇
所
）。

　
　

第
四
条　

管
内
一
般
ニ
達
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
、
戸
長
役
場
ニ
知
得
セ
シ
ム
ヘ
キ

　
　
　

モ
ノ
ト
、
郡
役
所
限
リ
達
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ヲ
区
別
ス
ル
左
ノ
如
シ

　
　
（
中
略
）

　
　
　
　

郡
役
所
限
リ
達
番
記
号
・
前
記
各
（
名
）・

結
文
例

　
　
　
　

丙
号                            　
　
　
　
　
　

      　

郡　

役　

所

　
　
　
　

丁
号

　
　
　
　

云
々
候
条
、
此
旨
相　
　

達

可
相
心
得 

候
事

　
　

第
五
条　
（
中
略
）
郡
役
所
限
リ
達
ス
ル
モ
ノ
ハ
丙
号
ヲ
以
テ
達
シ
、
活
版

　
　
　

ヲ
以
テ
印
刷
セ
サ
ル
書
キ
達
ハ
都
テ
丁
号
ヲ
以
テ
ス

　

丁
号
は
、
各
郡
役
所
ま
た
は
特
定
の
郡
役
所
宛
の
書
達
（
手
書
）
で
あ
り
、
十

四
年
ま
で
は
無
号
と
し
て
達
せ
ら
れ
て
い
た
。

　
　
　
（
三
）
告
示
新
設
（
十
五
年
五
月
）
と
報
告
廃
止
（
十
六
年
一
月
）

　

十
四
年
十
二
月
、
官
省
布
告
類
の
区
分
が
変
更
さ
れ
、「
一
時
公
布
ス
ル
ニ
止

ル
モ
ノ
」
に
つ
い
て
は
、
告
示
と
し
て
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
（3
（

。
県
布
達
類
に

つ
い
て
も
、
翌
十
五
年
五
月
二
日
付
で
告
第
一
号
告
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。
県
の

告
号
新
設
は
、
内
務
卿
訓
示
に
応
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
（3
（

。



五
五

埼
玉
県
布
達
類
の
区
分
と
伝
達
―
明
治
八
年
七
月
以
降
を
中
心
に
―
（
清
水
）

　　
　

府
県
官
職
制
ニ
拠
リ
当
省
ヘ
一
々
報
告
致
シ
来
候
内
、
其
管
下
ヘ
布
達
書
中

　
　

ニ
ハ
、
元
来
布
達
ス
ヘ
キ
性
質
ノ
モ
ノ
ト
一
時
之
公
告
ニ
附
シ
可
然
モ
ノ
ト

　
　

ノ
区
別
ナ
ク
悉
皆
布
達
致
候
向
キ
有
之
候
処
、
右
ハ
啻
ニ
該
報
告
之
手
数
ニ

　
　

渉
リ
候
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
為
メ
ニ
之
カ
費
用
モ
亦
幾
干
ノ
増
加
ヲ
要
シ
、
而
シ

　
　

テ
其
事
之
性
質
如
何
ニ
於
テ
ハ
敢
テ
布
達
之
効
力
ヲ
将
来
ニ
保
持
セ
シ
ム
ヘ

　
　

キ
モ
ノ
ニ
無
之
、
是
等
ノ
類
ヲ
一
々
挙
ケ
テ
指
示
ニ
難
及
候
ヘ
ト
モ
、
例
ヘ

　
　

ハ
営
業
免
許
鑑
札
之
紛
失
、
或
ハ
不
用
物
品
ヲ
公
売
ニ
附
ス
ル
処
分
、
或
ハ

　
　

戸
長
役
場
之
帳
簿
焼
失
ニ
罹
リ
タ
ル
ト
キ
曽
テ
公
証
ヲ
与
へ
有
之
モ
ノ
ヨ
リ

　
　

其
写
シ
ヲ
差
出
サ
シ
ム
ル
等
ニ
シ
テ
、
如
斯
之
類
ハ
全
ク
公
告
ヲ
以
相
示
シ

　
　

然
ル
ヘ
キ
事
件
ニ
有
之
候
条
、
自
今
ハ
法
律
及
政
府
ノ
命
令
又
ハ
適
宜
ニ
処

　
　

分
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
事
件
ニ
付
人
民
ヲ
シ
テ
其
施
為
ニ
従
ハ
シ
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ト
、

　
　

一
時
ノ
告
示
ニ
止
マ
ル
モ
ノ
ト
ヲ
監
別
シ
、
其
布
達
ノ
分
ニ
限
リ
報
告
ス
ル

　
　

儀
ト
心
得
ヘ
シ
、
此
旨
訓
示
候
也

　
　
　

但
、
従
前
布
達
セ
シ
件
々
自
今
告
示
ニ
止
メ
候
モ
ノ
ハ
、
其
件
銘
概
略
可

　
　
　

届
出
事

　
　
　
　

明
治
十
五
年
四
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　
　

内
務
卿
山
田
顕
義
印

　
　
　
　
　
　

埼
玉
県
令
吉
田
清
英
殿

　
「
府
県
官
職
制
」（
十
二
年
七
月
二
十
五
日
太
政
官
第
三
二
号
達
）
の
規
定
に
よ

る
と
、
府
知
事
・
県
令
が
管
下
へ
発
す
る
「
布
達
」
は
、
各
省
主
務
の
卿
に
報
告

す
る
義
務
が
あ
っ
た
。
訓
示
に
よ
る
と
、
内
務
省
に
報
告
さ
れ
た
布
達
書
中
に
は
、

「
一
時
之
公
告
」
と
し
て
発
す
る
の
が
し
か
る
べ
き
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ

こ
で
、今
後
は
「
布
達
」
と
「
一
時
ノ
告
示
ニ
止
マ
ル
モ
ノ
」
を
区
別
し
て
、「
布
達
」

の
み
を
報
告
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
県
が
五
月
十
七
日
付
で
届
け
出
た
「
告

示
件
銘
概
略
（
（3
（

」
に
は
、
今
後
「
告
示
」
と
す
る
事
項
と
し
て
、「
県
会
開
閉
」「
県

会
議
員
就
職
・
退
任
」「
県
令
・
書
記
官
任
免
・
叙
位
」「
県
庁
・
郡
役
所
及
裁
判

所
出
頭
・
退
出
時
限
」
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

告
示
の
新
設
に
伴
う
「
布
達
規
則
」
の
一
部
改
定
（
第
四
・
一
一
条
改
正
）
は
、

五
月
十
日
乙
第
三
四
号
と
し
て
達
せ
ら
れ
て
い
る
。
第
四
条
は
、
以
下
の
通
り
改

正
さ
れ
た
。

　
　

第
四
条　

管
内
一
般
ニ
布
達
或
ハ
告
示
ス
ヘ
キ
モ
ノ
、
戸
長
役
場
ニ
達
ス
ヘ

　
　
　

キ
モ
ノ
、
郡
役
所
ニ
達
ス
へ
キ
モ
ノ
ト
ヲ
区
別
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ

　
　
　
　
　

管
内
一
般
布
達
番
記
号
・
結
文
例

　
　

甲
号

　
　
　

云
々
候
條
此
旨
布
達
候
事

　
　

告
号

　
　
　

云
々
候
條
此
旨
告
示
候
事

　
　
（
後
略
）

　　

第
一
一
条
改
正
に
よ
る
頒
布
先
と
頒
布
部
数
の
う
ち
本
県
告
示
に
つ
い
て
は
、

郡
役
所
へ
三
部
（
一
部
は
掲
示
用
（
（3
（

）・
戸
長
役
場
へ
二
部
で
あ
る
（
甲
号
同
）。

　

な
お
、
報
告
（
小
学
生
徒
試
験
表
等
）
に
つ
い
て
は
、
十
五
年
末
ま
で
は
継
続

し
た
が
、
十
六
年
一
月
、
告
示
と
「
種
類
混
淆
」
と
い
う
理
由
で
廃
止
さ
れ
た
（
（4
（

。

　
　
　
（
四
）「
諸
達
規
則
」（
十
六
年
五
月
）

　

十
六
年
五
月
二
日
、「
布
達
規
則
」
の
廃
止
と
「
諸
達
規
則
」（
全
七
条
）
の
制



文
書
館
紀
要
第
二
十
九
号
（
二
〇
一
六
・
三
）

五
六

定
が
乙
第
三
八
号
と
し
て
達
せ
ら
れ
た
。

　
「
諸
達
規
則
」
に
よ
る
「
本
県
ノ
諸
達
類
」
の
区
分
は
、「
甲
号　

管
内
一
般
ニ

布
達
ス
ル
モ
ノ
」、「
告
号　

管
内
一
般
ニ
告
示
ス
ル
モ
ノ
」、「
諭
達　

管
内
一
般

ニ
諭
達
ス
ル
モ
ノ
」（「
但
、
諭
達
ハ
番
記
号
ヲ
附
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
」）、「
乙
号　

郡
役
所
・
戸
長
役
場
又
ハ
学
区
事
務
所
ヲ
合
セ
テ
達
ス
ル
モ
ノ
（
（4
（

」、「
丙
号　

各
郡

役
所
ニ
達
ス
モ
ノ
」、「
丁
号　

各
郡
役
所
又
ハ
一
郡
或
ハ
数
郡
役
所
ニ
達
ス
ル
モ

ノ
」
で
あ
る
（
第
一
条
）。
な
お
、
第
一
条
の
但
書
は
、
同
年
十
一
月
二
十
日
乙

第
一
三
七
号
に
て
、「
但
、
諭
達
又
ハ
此
規
則
ニ
拠
リ
難
キ
モ
ノ
ハ
無
号
ヲ
以
テ

達
ス
」
と
改
正
さ
れ
て
い
る
。
丁
号
に
つ
い
て
は
、「
印
刷
ス
ル
ノ
限
ニ
ア
ラ
ス
」

と
あ
る（
第
二
条
）。
従
来
の
区
分
と
大
差
な
い
と
い
え
る
。
ち
な
み
に
、欄
外「
掲

示
」
標
示
の
規
定
は
な
く
な
っ
た
（
同
月
中
に
標
示
廃
止
）
が
、
学
事
関
係
の
欄

外
に
「
学
事
」
と
標
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
第
五
条
）。

　

頒
布
先
と
部
数
に
つ
い
て
は
、
本
県
布
達
類
の
み
を
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ

る
（
第
六
条
）。

・【
本
県
布
達
（
甲
号
）・
告
示
・
諭
達
】
郡
役
所
へ
五
部
、
戸
長
役
場
へ
二
部
、

　

学
区
事
務
所
へ
一
部
（
学
事
関
係
の
分
の
み
）

・【
本
県
乙
号
】
郡
役
所
へ
四
部
、
戸
長
役
場
へ
一
部
、
学
区
事
務
所
へ
一
部
（
学

　

事
関
係
の
分
の
み
）

・【
本
県
丙
号
】
郡
役
所
へ
二
部

・【
本
県
丁
号
】
郡
役
所
へ
一
部　
　

　

郡
役
所
の
部
数
に
は
変
更
が
あ
る
。
戸
長
役
場
に
つ
い
て
は
、
本
県
諭
達
の
部

数
が
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
を
除
い
て
変
更
は
な
い
。

　

官
省
布
告
・
布
達
・
告
示
お
よ
び
本
県
布
達
（
甲
号
）・
告
示
・
諭
達
に
つ
い
て

は
、
郡
役
所
は
三
〇
日
間
掲
示
し
、
戸
長
役
場
は
町
村
人
民
に
「
便
宜
披
閲
セ
シ

ム
ヘ
シ
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
第
七
条
）。
本
県
諭
達
の
扱
い
が
明
確
に
な
っ
た

点
を
除
け
ば
、こ
れ
ま
で
同
様
で
あ
る
。
な
お
、保
存
に
関
す
る
規
定
は
な
く
な
っ

て
い
る
。

　

十
六
年
七
月
「
官
報
」
発
行
以
降
の
官
省
布
告
類
関
係
の
変
遷
（「
諸
達
規
則
」

の
改
正
等
）
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。

　
　
　
（
五
）
連
合
戸
長
役
場
設
置
と
布
達
類
頒
布
部
数
（
十
七
年
七
月
）

　

十
七
年
七
月
十
四
日
の
連
合
戸
長
役
場
設
置
に
よ
り
、
県
全
体
で
一
、五
〇
〇

余
あ
っ
た
戸
長
役
場
の
数
が
三
二
九
に
減
少
し
、
一
戸
長
役
場
あ
た
り
平
均
五
・

八
町
村
（
全
町
村
数
は
一
、九
一
三
）・
五
二
八
戸
を
管
轄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
（4
（

。　
　

　

連
合
戸
長
役
場
設
置
に
伴
う
「
諸
達
規
則
」
の
改
正
は
、
同
日
付
乙
第
八
二
号（

（4
（

と
し
て
達
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
戸
長
役
場
へ
頒
布
す
る
部
数
の
み
が
改
正
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
本
県
布
達
類
に
つ
い
て
は
、
布
達
（
甲
号
）・
告
示
・
諭
達
は
二

部
か
ら
三
部
、
乙
号
は
一
部
か
ら
二
部
に
増
加
さ
れ
た
。

　

南
埼
玉
郡
伊
勢
野
村
連
合
七
か
村
（
現
八
潮
市
）
の
十
七
年
七
月
「
内
契
約
（
（4
（

」

に
よ
る
と
、「
御
布
告
類
」
は
三
ル
ー
ト
に
分
け
て
各
村
に
回
達
し
、「
乙
号
達
書
」

を
披
見
し
た
い
者
に
つ
い
て
は
、
戸
長
役
場
に
出
頭
す
る
よ
う
規
定
し
て
い
る
。

　
　
　
（
六
）「
諸
達
規
則
」
全
文
改
正
（
十
八
年
二
月
）

　

十
八
年
二
月
十
六
日
、「
諸
達
規
則
」
の
全
文
改
正
（
全
七
条
）
が
乙
第
三
三
号

と
し
て
達
せ
ら
れ
た
。

　
「
本
県
ノ
諸
達
類
」
の
区
分
は
、「
甲
号　

管
内
一
般
ニ
布
達
ス
ル
モ
ノ
」、「
乙

号　

郡
役
所
・
戸
長
役
場
又
ハ
学
区
事
務
所
・
衛
生
委
員
ニ
合
セ
達
ス
ル
モ
ノ
」、

「
丙
号　

各
郡
役
所
ニ
達
ス
ル
モ
ノ
」、「
告
号　

管
内
一
般
ニ
告
示
ス
ル
モ
ノ
」、



五
七

埼
玉
県
布
達
類
の
区
分
と
伝
達
―
明
治
八
年
七
月
以
降
を
中
心
に
―
（
清
水
）

「
無
号　

管
内
一
般
ニ
諭
達
ス
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
（
第
一
条
）。
乙
号
に
衛
生
委
員

が
加
わ
り
、
丁
号
が
削
除
さ
れ
た
。
第
二
条
に
は
、「
本
県
ノ
諸
達
類
ハ
印
刷
シ
テ

之
ヲ
配
布
ス
、
但
、
一
部
分
ニ
達
ス
ル
モ
ノ
ハ
此
規
則
ノ
限
外
ト
ス
」
と
あ
る
（
（4
（

。

　

頒
布
部
数
の
変
更
点
は
、
本
県
布
達
類
に
限
れ
ば
、
郡
役
所
頒
布
分
に
つ
い
て
、

丙
号
が
四
部
に
増
加
さ
れ
、丁
号
の
記
載
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
第
五
条
）。

　

注
意
す
べ
き
は
丁
号
の
存
在
で
あ
る
。
丁
号
は
、「
諸
達
規
則
」
の
記
載
は
削
除

さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
継
続
し
て
出
さ
れ
て
い
る
（
各
郡
役
所
宛
を
含
む
（
（4
（

）。

　

本
県
布
達
類
に
限
定
す
れ
ば
、
以
降
は
若
干
の
変
更
に
と
ど
ま
り
（
（4
（

、
十
九
年
八

月
の
「
県
報
」
に
「
県
令
」
等
登
載
に
至
っ
て
い
る
（
移
行
の
詳
細
は
割
愛
）。

　
　
お
わ
り
に

　

以
上
、
明
治
八
年
七
月
（
種
別
番
号
制
導
入
）
以
降
の
埼
玉
県
布
達
類
の
区
分

と
伝
達
制
度
の
変
遷
に
つ
い
て
、
一　
「
布
達
規
則
」
以
前
（
八
年
七
月
～
九
年
）、

二　
「
布
達
規
則
」
施
行
と
毎
戸
回
覧
制
（
十
年
～
十
三
年
四
月
）、
三　

毎
戸
回

覧
制
廃
止
以
降
（
十
三
年
五
月
～
十
九
年
八
月
）
の
順
に
検
討
し
た
。

　

県
布
達
類
の
区
分
の
変
遷
（
八
年
七
月
以
降
）
の
概
要
を
整
理
す
る
と
、
表
二

の
通
り
で
あ
る
。
変
遷
を
重
ね
て
い
る
が
、
十
五
年
告
示
新
設
・
十
六
年
報
告
廃

止
を
も
っ
て
ほ
ぼ
確
定
し
た
と
い
え
る
。
区
分
は
、
基
本
的
に
は
伝
達
先
に
応
じ

た
も
の
で
あ
る
が
、
内
容
等
に
基
づ
い
た
区
分
も
あ
る
。
ま
た
、
表
三
は
、
八
年

七
月
以
降
に
出
さ
れ
た
布
達
類
の
件
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
記
号

で
あ
っ
て
も
、
時
期
に
よ
り
定
義（
内
容
）が
異
な
る
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

図
一
は
、
甲
号
の
変
遷
を
図
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
。「
布
達
」
と
「
達
」
を
区

別
す
る
結
文
例
が
制
定
さ
れ
た
九
年
以
降
、
狭
義
の
「
布
達
」
は
甲
号
の
み
を
さ

し
た
が
、
甲
号
の
内
容
は
順
次
限
定
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

十
年
一
月
施
行
「
布
達
規
則
」
に
よ
る
伝
達
制
度
（
毎
戸
回
覧
制
）
を
図
式
化
し
、

十
三
年
五
月
毎
戸
回
覧
制
廃
止
に
至
る
ま
で
の
変
遷
も
示
す
と
、
図
二
の
通
り
で

あ
る
。
毎
戸
回
覧
制
は
三
年
半
弱
で
、
そ
の
後
各
戸
長
役
場
便
宜
の
方
法
に
任
さ

れ
て
い
た
期
間
の
方
が
長
か
っ
た
が
、
毎
戸
回
覧
制
以
前
も
含
む
伝
達
の
実
態
に

つ
い
て
は
、
各
戸
長
役
場
等
の
事
例
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、

毎
戸
回
覧
制
の
廃
止
に
よ
り
頒
布
部
数
が
削
減
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
財
政
面
の

検
討
も
必
要
で
あ
る
（
（4
（

。

　

官
省
（
国
）
布
告
類
の
区
分
と
伝
達
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
他
府
県
（
熊
谷
県
も
含
む
）
と
の
比
較
検
討
も
課
題
で
あ
る
。

註(1)　

既
刊
は
埼
玉
県
教
育
委
員
会
編
『
埼
玉
県
史
料
叢
書
17
・
18　

埼
玉
県
布
達
集
一
・

　

二
』、
埼
玉
県
、
二
〇
一
五
～
一
六
年
（
一
は
八
～
十
一
年
、
二
は
十
二
～
十
四
年
）。

(2)　

埼
玉
県
布
達
類
の
区
分
と
伝
達
に
つ
い
て
は
、『
埼
玉
県
布
達
集
』
既
刊
解
説
で
も
触

　

れ
ら
れ
て
お
り
、
主
要
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
鈴
木
秀
幸
「
埼
玉
県
政
の
成
立
と
法
令

　

伝
達
」（『
埼
玉
県
史
研
究
』
第
六
号
、
一
九
八
〇
年
）、
埼
玉
県
編
集
発
行
『
埼
玉
県
行

　

政
史　

第
一
巻
』、
一
九
八
九
年
、
太
田
富
康
『
近
代
史
研
究
叢
書
16　

近
代
地
方
行
政

　

体
の
記
録
と
情
報
』、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
〇
年
、
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(3)　

出
典
の
文
書
番
号
や
『
埼
玉
県
布
達
集
』
の
史
料
番
号
は
割
愛
す
る
（
以
下
同
）。

(4)　

県
行
政
文
書
明
一
五
七
「
記
録
」
―
三
〇
「
布
達
規
則
制
定
」（『
埼
玉
県
布
達
集
一
』

　

口
絵
５
）。

(5)　

達
の
原
案
に
は
「
将
タ
村
吏
ノ
不
注
意
ニ
出
ル
カ
」
も
あ
っ
た
が
、
削
除
さ
れ
て
い
る

　
（
前
掲
明
一
五
七
―
二
〇
「
布
達
類
普
及
ノ
方
法
策
問
」）。

(6)　

県
行
政
文
書
明
一
八
八
「
公
布
摺
物
原
書
」。

(7)　

埼
玉
県
編
集
発
行
『
新
編
埼
玉
県
史　

通
史
編
５　

近
代
１
』、
一
九
八
八
年
、
七
八

　

頁
以
下
。



文
書
館
紀
要
第
二
十
九
号
（
二
〇
一
六
・
三
）

五
八

(8)　

県
行
政
文
書
明
九
〇
六
「
職
制
」
―
一
三
八
「
簿
書
掛
事
務
順
序
編
製
施
行
ノ
件
伺
」。

(9)　
「
埼
玉
県
治
一
覧
概
表
」（『
新
編
埼
玉
県
史　

資
料
編
19　

近
代
・
現
代
１　

政
治
・

　

行
政
１
』、
一
九
八
三
年
、
附
録
）。 

(10)　

区
戸
長
事
務
所
五
四
八
（
埼
玉
県
編
集
発
行
『
埼
玉
県
史
料
叢
書
２　

埼
玉
県
史
料
二
』、

　

一
九
九
五
年
、
一
八
二
頁
）。

(11)　

前
掲
明
一
五
七
―
一
九
「
諸
達
書
文
例
」。

(12)　

県
行
政
文
書
明
一
四
七
「
協
議
録
・
県
庁
達
原
書
・
管
内
諸
達
・
諸
商
結
社
指
令
編
冊
」。

(13)　

前
掲
明
一
八
八
。 

(14)　

前
掲
明
一
五
七
―
二
一
「
諸
達
書
結
文
例
規
定
」。 

(15)　

前
掲
明
一
五
七
―
二
二
「
甲
号
布
達
ニ
区
戸
長
ノ
宛
ヲ
除
ク
件
規
定
」。

(16)　

乙
号
は
、
学
区
取
締
等
が
宛
所
に
加
わ
る
場
合
も
あ
る
。
な
お
、
三
月
七
日
乙
第
二

　

七
号
は
、
結
文
に
「
小
前
末
々
迄
無
洩
触
れ
知
ら
す
へ
し
、
此
旨
相
達
候
事
」
と
あ
る
。

(17)　

無
号
は
、
各
区
医
員
宛
達
（
二
月
八
日
付
）、「
告
諭
」（
宛
所
な
し
、
一
月
二
十
四
日

　

付
、同
日
付
乙
第
七
号
の
別
紙
）、「
告
示
」（
宛
所
な
し
、三
月
二
十
日
付
）、区
戸
長
宛
「
告

　

示
」（
九
月
二
十
七
日
付
）
等
も
あ
る
。 

(18)　

前
掲
『
新
編
埼
玉
県
史　

通
史
編
５
』
九
九
頁
、
一
〇
五
頁
、
一
一
三
頁
以
下
。

(19)　

副
区
長
は
、
各
小
区
に
置
か
れ
て
い
た
（
十
年
十
二
月
「
埼
玉
県
区
分
銘
鑑
」、
前
掲

　
『
新
編
埼
玉
県
史　

資
料
編
19
』
附
録
「
埼
玉
県
区
分
銘
鑑
・
改
正
埼
玉
県
町
村
便
覧
」）。 

(20)　

官
省
布
告
類
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
日
本
法
令
索

　

引
〔
明
治
前
期
編
〕」
掲
載
の
岩
谷
十
郎
『
日
本
法
令
索
引
〔
明
治
前
期
編
〕
解
説　

明

　

治
太
政
官
期
法
令
の
世
界
』、
国
立
国
会
図
書
館
、
二
〇
〇
七
年
、
等
参
照
。

(21)　

前
掲
明
一
五
七
―
二
四
「
官
省
諸
達
ヲ
管
内
ヘ
達
ス
ル
文
例
規
定
」。

(22)　

①
は
県
行
政
文
書
明
二
〇
三
「
太
政
官
布
達
編
冊
」。

(23)　

八
年
九
月
十
五
日
太
政
官
第
一
六
三
号
達
（『
法
令
全
書
』、
国
法
令
は
以
下
同
）
に
よ

　

る
と
、
各
府
県
へ
頒
布
す
る
「
布
告
類
」
の
部
数
に
は
、「
大
区
扱
所
」
分
各
二
部
も
含
ま

　

れ
る
が
、
小
区
分
の
部
数
は
含
ま
れ
な
い
。
官
省
布
告
類
の
伝
達
に
つ
い
て
は
、
岡
田
昭

　

夫
『
明
治
期
に
お
け
る
法
令
伝
達
の
研
究
』、
成
文
堂
、
二
〇
一
三
年
、
等
参
照
。 

(24)　

当
館
収
蔵
県
史
コ
ピ
ー
資
料
統
計
書
一
。

(25)　

十
年
八
月
二
十
日
甲
第
八
一
号
で
は
、
布
達
印
刷
費
等
に
つ
い
て
、
同
年
七
月
一
日
分

　

よ
り
官
費
負
担
と
す
る
旨
布
達
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
無
号
達

　

で
は
、
区
務
所
よ
り
各
町
村
へ
の
配
達
費
に
つ
い
て
も
、
同
年
七
月
分
よ
り
官
費
負
担
と

　

す
る
旨
が
区
長
へ
達
せ
ら
れ
て
い
る
。

(26)　

前
掲
明
一
五
七
―
三
三
「
管
内
報
告
例
制
定
」。

(27)　

例
え
ば
、
九
年
十
二
月
七
日
甲
第
一
〇
一
号
は
、
師
範
学
校
の
卒
業
者
に
関
す
る
内
容

　

で
あ
る
（
結
文
は
「
布
達
」）。

(28)　

報
告
第
一
号
は
十
年
五
月
十
八
日
付
。
な
お
、
巡
査
募
集
に
つ
い
て
は
、
十
年
六
月
七

　

日
付
で
出
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
報
告
で
は
な
く
乙
号
（
第
二
九
号
）
で
あ
る
。

(29)　

警
第
一
号
の
日
付
は
不
明
で
あ
る
が
、
十
年
五
月
二
十
六
日
付
で
警
第
三
号
が
出
さ
れ

　

て
い
る
（
埼
玉
県
警
察
本
署
統
計
部
編
『
現
行
埼
玉
県
警
規
彙
纂
』、
埼
玉
県
警
察
本
署
、

　

明
治
十
九
年
八
月
刊
、
当
館
収
蔵
小
林(

正)

家
二
一
二
二
、
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」、
五
三
六
頁
）。

(30)　

前
掲
『
新
編
埼
玉
県
史　

通
史
編
５
』
二
九
六
頁
以
下
。

(31)　

松
沢
裕
作
『
明
治
地
方
自
治
体
制
の
起
源　

近
世
社
会
の
危
機
と
制
度
変
容
』、
東
京

　

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
、
二
六
六
頁
。

(32)　

十
二
年
十
二
月
二
十
四
日
乙
第
一
〇
三
号
。

(33)　
「［
中
央
令
達
・
埼
玉
県
布
達
綴
］」(

当
館
収
蔵
鈴
木(

庸)

家
九
六
八
二)

。

(34)　
「［
県
ヨ
リ
の
達
］」（
当
館
収
蔵
吉
田(

実)

家
九
三
〇
）。

(35)　
「［
諸
布
告
・
布
達
書
当
場
ニ
而
熟
覧
可
有
之
ニ
付
高
札
］ 

」（
当
館
収
蔵
小
林(

茂)

家

　

六
四
五
八
、『
埼
玉
県
布
達
集
二
』
口
絵
５
）。

(36)　

十
四
年
十
二
月
三
日
太
政
官
第
一
〇
一
号
達
。

(37)　

県
行
政
文
書
明
五
七
〇
「
救
恤　

救
護　

褒
賞　

其
ノ
他
」
―
一
八
「
管
内
布
達
報
告

　

区
分
ノ
儀
内
務
卿
訓
示
」。

(38)　

県
行
政
文
書
明
四
四
四
「
救
恤　

褒
賞　

記
録　

報
告　

雑
款
」
―
五
「
告
示
件
名
内

　

務
省
ヘ
届
」。

(39)　

告
号
の
欄
外
に
も
「
掲
示
」
標
示
が
あ
る
。 

(40)　

県
行
政
文
書
明
四
八
二
「
救
恤　

記
録　

報
告　

雑
款
」
―
一
「
小
学
生
徒
試
験
表
ノ



五
九

埼
玉
県
布
達
類
の
区
分
と
伝
達
―
明
治
八
年
七
月
以
降
を
中
心
に
―
（
清
水
）

　

類
報
告
ヲ
自
今
告
示
ト
ナ
ス
ノ
件
」。

(41)　
「
諸
達
規
則
」
制
定
以
前
に
も
、
宛
所
に
「
学
区
事
務
所
」
が
含
ま
れ
る
乙
号
が
存
在
す

　

る
（
十
五
年
九
月
七
日
乙
第
六
六
号
等
）。
な
お
、
学
区
事
務
所
は
、
学
務
委
員
の
事
務

　

所
で
あ
る
（
十
四
年
十
月
二
十
一
日
甲
第
九
六
号
中
「
学
務
委
員
事
務
要
領
」）。

(42)　

前
掲
『
埼
玉
県
行
政
史　

第
一
巻
』
四
八
六
頁
、
松
沢
前
掲
書
二
八
九
頁
。

(43)　

十
七
年
七
月
二
十
三
日
乙
第
九
〇
号
末
に
正
誤
。

(44)　
『
八
潮
市
史　

史
料
編　

近
代
Ⅰ
』、
八
潮
市
役
所
、
一
九
八
一
年
、
史
料
八
九
。

(45)　

欄
外
「
学
事
」
標
示
に
関
す
る
規
定
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

(46)　
「
各
課
・
各
署
ニ
於
テ
参
照
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
各
郡
役
所
又
ハ
数
郡
或
ハ
壱
郡
役
所

　

ニ
達
ス
ル
丁
号
達
之
義
ハ
、
戸
長
ニ
関
係
ナ
キ
ヲ
以
テ
該
規
則
中
ヨ
リ
被
相
除
候
得
共
、

　

右
ハ
是
迄
之
通
ニ
据
置
度
」
と
あ
る
（
前
掲
明
五
七
〇
―
五
二
「
諸
達
規
則
中
丁
号
達
ハ

　

戸
長
ニ
関
係
ナ
キ
ヲ
以
テ
控
除
ノ
件
」）。

(47)　

十
九
年
一
月
、結
文
が
甲
号
は
「
右
布
達
候
事
」、告
示
は
「
右
告
示
候
事
」
に
変
更
（
県

　

行
政
文
書
明
五
七
四
「
救
恤　

記
録　

報
告　

雑
款
」—

二
「
布
達
告
示
結
文
式
ヲ
定

　

ム
」）、同
年
五
月
十
一
日
乙
第
六
八
号
「
諸
達
規
則
」
一
部
改
定
（
刪
除
・
改
正
）
に
よ
り
、

　

頒
布
先
（
第
五
条
）
の
学
区
事
務
所
削
除
（
学
務
委
員
は
前
年
廃
止
〈
十
八
年
八
月
十
五

　

日
乙
第
九
九
号
〉。
衛
生
委
員
も
廃
止
〈
同
月
十
四
日
甲
第
五
二
号
〉）。
十
九
年
七
月
二
十

　

一
日
、
県
令
吉
田
清
英
の
任
県
知
事
が
告
示
さ
れ
た
（
告
第
三
六
号
）
が
、
こ
れ
に
伴
い

　

発
信
者
名
の
「
埼
玉
県
令
吉
田
清
英
」
が
「
埼
玉
県
知
事
吉
田
清
英
」
に
変
更
。
な
お
、

　

十
九
年
三
月
十
九
日
甲
第
三
六
号
は
、「
本
庁
ヨ
リ
発
ス
ル
布
達
規
則
ハ
、
発
布
ノ
翌
日

　

ヨ
リ
七
日
ヲ
以
テ
施
行
ノ
期
限
ト
ス　

但
、
発
布
ノ
当
日
ヨ
リ
施
行
ヲ
要
シ
、
又
ハ
特
ニ

　

施
行
ノ
日
ヲ
掲
ケ
タ
ル
モ
ノ
ハ
此
限
リ
ニ
ア
ラ
ス
」
と
規
定
。

(48)　

県
行
政
文
書
明
二
九
四
「
県
税　

備
荒
儲
畜　

財
産　

雑
款
」—

三
「「
諸
達
書
及
掲

　

示
場
諸
費
地
方
税
支
弁
ニ
付
心
得
方
内
務
省
ヘ
伺
指
令
」
に
よ
る
と
、
配
達
費
は
官
費
。

10 15 19

574



文
書
館
紀
要
第
二
十
九
号
（
二
〇
一
六
・
三
）

六
〇

19

or or

18



六
一

埼
玉
県
布
達
類
の
区
分
と
伝
達
―
明
治
八
年
七
月
以
降
を
中
心
に
―
（
清
水
）



文
書
館
紀
要
第
二
十
九
号
（
二
〇
一
六
・
三
）

六
二

10 13

25 11 94

15
1952 12 90

10 12 17
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13 14 13

10 12
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